




方法 : 地域対象のボランティア活動に参加した女子学生 28 名を対象とし、その主担当内容より、リーダー群、
示範・発表群、参加者サポート群の 3 群に分け、活動終了後のアンケート結果より学修意欲を、PROG テスト（河
合塾グループ）の結果より社会人基礎力を算出した。


















調査では有効回答数 223 のうち、管理栄養士 203（91％）、栄養士 20（9％）であり、地域で活躍する栄養士が
認識している栄養士のめざす姿とは乖離している可能性が考えられる。管理栄養士に関する先行研究では、管
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ア活動に参加し、調査協力の同意を得られた者のうち、途中参加であった 2 名と男子学生 1 名を除く女子学生
28 名とした。実施した食育ボランティア活動の概要を Table 1 に示す。
2） 調査方法
　対象者には活動終了後に食育活動に関するアンケートを実施し、その結果より学修意欲を検討した。また 1






社会人基礎力については PROG テストを 1 年前期、2 年前期、そして食育活動後である 2 年後期の 3 回実施し
た結果を用いた。リテラシー総合得点およびコンピテンシー総合得点の 1 年次から 2 年次にかけての得点の変


































n （%） n （%） n （%） n （%）
成長に役立つか
とても役立つ 20（71） 6（75） 6（60） 8（80）
まあまあ役立つ 8（29） 2（25） 4（40） 2（20）
栄養士業務に役立つか
とても役立つ 16（57） 4（50） 4（40） 8（80）
まあまあ役立つ 11（39） 4（50） 6（60） 1（10）
あまり役立たない 1（4） 0（0） 0（0） 1（10）
今後もしたいか
とてもしたい 5（19） 2（25） 3（30） 0（0）
まあまあしたい 20（74） 5（63） 6（60） 9（100）
あまりしたくない 2（7） 1（12） 1（10） 0（0）
学校の授業・実習をがんばりたい
思う 11（39） 2（25） 5（50） 4（40）
思わない 17（61） 6（75） 5（50） 6（60）
学外の人とのコミュニケーションを
がんばりたい
思う 19（68） 5（63） 5（50） 9（90）














　Table 3 に、各群における 1 年前期、2 年前期、2 年後期に実施した PROG テストのリテラシーおよびコン
ピテンシー総合得点とそれぞれの期間での得点の変化を示す。
　3 群間のリテラシー得点を比較したところ、1 年前期のリテラシー得点には群間で差がみられ（p<0.05）、示範・
発表群（4.6 ± 1.6）が高い傾向がみられた。1 年前期から 2 年前期までのリテラシー得点の変化についても群
間の差がみられ（p<0.05）、リーダー群の得点の増加（1.3 ± 1.6）が大きい傾向にあったが、それぞれの群にお
ける 1 年前期と 2 年前期の得点には有意な差は見られなかった。2 年前期から 2 年後期にかけてリーダー群の
得点が減少する傾向がみられ（-1.1 ± 0.8）、リーダー群の 2 年前期と 2 年後期の得点を比較すると群間で有意
な差がみられた（p<0.05）。しかし、2 年間の変化を比較したところ、それぞれの群における 1 年前期と 2 年後
期の得点に有意な差は見られなかった。
　3 群間のコンピテンシー得点を比較したところ、1 年前期および 2 年前期の得点には群間の差は見られなかっ
たが、2 年後期の得点（リーダー群 5.0 ± 1.9、示範・発表群 2.8 ± 1.5、参加者サポート群 1.9 ± 1.3）において
3 群間で有意な差がみられた（p<0.01）。コンピテンシーの得点の 1 年前期から 2 年前期の得点はリーダー群（0.5
± 1.7）、示範・発表群（0.3 ± 1.1）共に増加していたが、それぞれの群における 1 年前期と 2 年前期の得点を
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比較したところ有意な差は見られなかった。2 年前期から 2 年後期の得点の変化はリーダー群（0.9 ± 1.0）お
よび示範・発表群（0.1 ± 0.7）も上昇傾向にあったが、それぞれの群における 2 年前期と 2 年後期の得点にも































1 年前期 3.1±1.0 4.6±1.6 3.8±0.9 0.039*
2 年前期 4.4±1.4 3.9±1.8 4.1±1.6 0.891
2 年後期 3.3±0.7 4.0±1.9 3.9±1.0 0.368
1 年前期から
2 年前期の変化
1.3±1.6 -0.7±1.1 0.3±1.2 0.016*
2 年前期から
2 年後期の変化
-1.1±0.8 0.1±0.9 -0.2±1.8 0.072
1 年前期から
2 年後期の変化
0.1±1.2 -0.6±1.3 0.1±1.1 0.302
コンピテンシー
1 年前期 3.6±1.6 2.4±1.2 2.0±0.8 0.057
2 年前期 4.1±2.2 2.7±1.5 2.0±0.9 0.079
2 年後期 5.0±1.9 2.8±1.5 1.9±1.3 0.006**
1 年前期から
2 年前期の変化
0.5±1.7 0.3±1.1 0.0±0.9 0.805
2 年前期から
2 年後期の変化
0.9±1.0 0.1±0.7 -0.1±0.9 0.052
1 年前期から
2 年後期の変化
1.4±1.3 0.4±1.0 -0.1±1.2 0.073








知識の活用能力を計測したものである 8）。短期大学という 2 年間の学校生活の中では必要な知識の習得が中心
となり、身につけた知識を活用する能力を得るためには、今回の食育活動だけでは十分ではなかった可能性が
考えられる。コンピテンシーでは活動前には群間の得点の差は見られなかったが、1 年前期と 2 年後期におい
てリーダー・サブリーダーを担当した群では有意な差がみられ（p<0.05）、コンピテンシー得点が有意に増加
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